
棲

神

総い
ま
住
時

川川
桜
神
打川
の
歩
み
は
本
学
園
五
十
年
の
歴
史
で
あ
る
。

を
一
蹴
り
み
れ
ば
、
当
初
は
学
友
会
誌
的
性
格
を
も

っ
て
同
学
同
窓
諸

民
の
研
錆
或
は
随
感
を
肘
露
す
る
場
と
し
て
発
足
し
、
次
第
に
日
蓮

数
学

・
仏
教
学
研
究
の
純
学
術
誌

へ
と
確
実
な
歩
み
を
進
め
、

川
界
大
戦
前
夜
に
は、

時

質
量
共
に
充
実
し
た
機
関
誌
と
し
て
大
い
な

る
諸
民
途
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、大
戦
の
激
化
に
伴
な
っ

て
各
出
版
事
業
も
縮
小
さ
れ
、
つ
い
に
附
和
十
八
年
を
も
っ
て
刊
行

中
絶
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。

久
w
o

ま
こ
と
に
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

終
戦
後
、
本
学
に
於
け
る
学
的
活
動
が
再
開
さ
れ
る
や
、
学
闘
の

内
外
か
ら

H
棲
伸
μ

を

復
刊
せ
よ
と
の
声
が
高
ま
っ
た
が
、
戦
後

の
困
難
な
経
済
状
態
の
た
め
に
、

つ
い
に
八
ヶ
年
の
歳

月

を

見

送

り
、
昭
和
二
十
八
年
復
刊
第

一
号
（
通
算
第
二
十
九
号
）

を
発
刊
し

得
た
の
で
あ
る口

同
誌
に
は
前
年
本
学
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
日
連

公
教
学
研
究
大
会
の
紀
要
を
掲
載
し
て
、
そ
の
復
刊
を
飾
る
こ
と
が

で
き
た
。
時
恰
も
、
学
制
改
革
に
相
遇
し
、
本
学
園
も
新
制
の
短
期

大
学
と
し
て
発
足
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に

H
棲
神
μ

の
研
究
内
容

も
戦
前
の
仏
教
学

・
日
連
教
学
を
主
体
と
す
る
研
績
の
場
を
拡
げ、

目

録

（
回
顧
）

人
文
科
学

・
社
会
科
学

・
自
然
科
学
の
凶
域
が
新
た
に
盛
り
こ
ま

れ
、
戦
前
の
ス

タ
イ
ル
を
全
く
一
新
し
て
将
来

へ
の
雄
飛
が
の
ぞ
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に

η
棲
神
μ
五
十
年
の
歳
月
を
閲
し
、
一
制
柴
成
果
を
総
目
録

と
し
て
掲
載
し
往
時
を
回
顧
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
背
節
五
十

年
の
春
秋
は
、

調
査
と
蒐
集
に
凶
賊
を
生
ぜ
し
め
、

一
再
な
、り
ず
編

集
を
放
榔
せ
ん
と
し
た
が
、
そ
れ
を
克
服
し
編
集
の
遂
行
を
肢
後
ま

で
支
え
た
の
は
、
資
料
蒐
集
に
便
宜
を
与
え
く
だ
さ
れ
た
本
学
教
授

の
林
是
幹
先
生

・
図
書
館
山川
書
梢
俣
日
秀
先
生

・
針
。ひ
に
こ
の
総
目

録
作
成
の
発
案
者
で
あ
っ
た
畏
友
上
田
本
昌
氏
の
暖
い
協
力
に
よ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
に
総
目
録
と
し
て
不
備
な
が
ら
成
果
を
得
る

ご
と
が
出
来
ま
し
た
口
特
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
十
月
十
八
日
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編
集
者

｜町

是

正

田

ー
、
目
録
は
学
術
研
究
の
論
文
を
主
体
と
し
た
が
、
戦
前
の
も
の
は
校
友

会
誌
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
か
す
た
め
、
学
芸

・
文
芸

・
雑
感
の
欄
も
編

集
者
の
取
捨
選
択
に
よ
っ
て
収
録
し
た。

2
、
全
号
数
一の
蒐
集
に
努
力
し
た
が
、
創
刊
号

・
第
三
号

・
第
十
三
号
の

欠
号
を
出
し
た。



接ー

神

仇
山
由

’
1
 
j
 

目

録

創
刊
号

（
大
正

二
年
四
月
）

1

欠
本
｜

第
二
号

（
大
正
三
年
四
月
十
日
発
行
）

慈
悲
の
活
用

奥
山
の
影
よ
り

人
格
中
心
の
研
究
法

数
い
の
み
こ
ゑ

徴
兵
に
出
る
友
に
与
ふ

淋
し
い
身
延

海雨
後
の
秋

市
教
の
心
懸
け

吾
人
の
目
的

我
が
国
旗

雪
中
の
竹

第
三
号

（
大
正
四
年
四
月
）

1

欠
本
｜

第
四
号

（
大
正
五
年
二
月
十
八
日
発
行
）

宗
排
決
疑
抄
（
承
前
）

石
山
寛
師
の
本
尊
義
｜
本
尊
論
義
の
一
節

l

聖
語
の
文
底
秘
沈
に
対
す
る
私
見

望辻市友黒伊岡山駄白帰 ｜暁r:j::i y 上

星
諌

内

慧
観海山｛子じ

じ
ム
同
円是じ

む
ウ
不

川 井敏勝月山
s 

木

洞祐竜

康学温主主勇聞孝戒生風山 主

古佐行御折宗宗無導台
り渡 学会空 教祖宗師当
た 御 之式 観と折教の二
る勘 ニ にと実 伏 者 立 家
杉気道就体生のを脚依

紗 て空活 第 如 地 経
拝 観 ー 何を科
読 義 に 論 釈
後 しずの
の て向
感 導異
煙、 く に

べ就
きて
か｛象

末
両

事日今佐猪勝太小満黒渡中猪森望松藤在黒泉中

）武
田林田敏田口村藤月木田 敏

庵
泰義海亮本秋鷲 学義祐

~LJ 辺村口

生

野秀海円純貞玄学

静海志宜静男風温

N 師

第
五
号

（
大
正
五
年
九
月
十
五
日
発
行
）

宗
排
決
疑
抄

（
承
前）

教
機
時
国
抄
大
綱

聖
祖
の
国
家
観

入
妙
の
直
路

我頼
む

べ
き
は

如
何
に
せ
ば
意
義
あ
る
生
活
を
な
し
得
る
か

吾
人
は
奈
何
に
生
く
べ
き
鰍

か
た
る
花

聖
祖
の
御
伝
記
を
拝
読
し
て

報
恩
謝
徳

深明静遠啓月風生勇敬自fli

( 144) 

慶



我
は
本
化
の
門
下
也

人
生
と
労
働

本
化
妙
京
の
信
行

飯
井
野
御
牧

第
六
号

（
大
正
六
年
二
月
二
十
日
発
行
）

宗
排
決
疑
抄
（
承
前
）

観
心
本
尊
抄
速
記

本
尊
論
議
変
遷
史
論

宗
祖
本
仏
論
に
対
す
る
軒
見

教
機
時
国
抄
大
綱
（
承
前
〉

論
妙
法
五
字
与
三
大
秘
法
関
係

祖
書
中
に
顕
れ
た
る
摂
折
二
門
誌
門
分
別

。
論

説

。

新
年
を
迎
え
て

宗
門
の
前
途

高
踏
超
然

聖
祖
の
忠
孝
感

青
年
僧
侶
の
自
覚

自
殺
の
可
否

日
常
生
活
と
信
仰
の
必
要

濁
末
の
霊
光

新
春
の
さ
け
び

身
延
に
詣
で
て

吉 赤 辻 江

原島田

祐

師

身

遠

師

吉

素

思

望

海

伯

泉

義

敬

藤

田

光

肇

藤

田

恵

暁

述

小
坂
田
竜
教
記

中

回延山月
黒

敏

学

溝

田

在

樋

口

是

松

木

秋

菊

池

泰

小

川

円

川

口

智

中

村

義

鈴

木

本

古

童

素潮芦ー

恩旭洲夫

第
七
号

（
大
正
六
年
七
月
十
五
日
発
行
）

宗
排
決
疑
抄
（
承
前
）

第
八
識
存
在
の
証
明

本
抄
と
十
法
界
抄
と
の
交
渉

寿
量
五
百
塵
点
に
対
す
る
私
見

論
妙
法
五
字
与
三
大
秘
法
関
係
（
承
前
）

観
心
本
尊
紗
尭
記

最
蓮
房
上
人

吉

進

論
本
宗
之
宗
義
抗
相
承

本
遮

一
致
勝
劣
を
論
ず
る
所
以

聖
祖
の
御
人
格

身
延
山
御
書
を
拝
し
て

迷
信
を
打
破
せ
よ

宗
祖
の
孝
道

庵周明随如旭月端庵勇

第
八
号

（大
正
七
年
四
月
十
五
日
発
行
）

観
心
本
尊
抄
尭
記
（
承
前
〉

宗
教
の
本
義

顕
本
論
よ
り
見
た
る
成
仏

天
台
四
教
義
大
要

論
相
承
与
付
嘱
関
係

佐 山北猪荒辻川満大勝望泉吉佐藤講中大

I
J
 

I
 

E
Eト田月野田回口口木藤間島田 l寸野牒 ｜司

慈道精古経能智在尭光本義素祐

~II~. 入学童明学随庵師肇啓敬恩師
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秀 柳在凡 尭

温風庵 愚記



三

秘

論

興
師
身
延
離
山
に
付
て

仏
教
に
及
べ
る
上
代
印
度
の
宗
教
思
想

山一不
教
と
宗
致
と
の
管
見

。
学

芸。

真
の
生
命

余
の
宗
教
観

余
の
宗
教
観

附

仏

徒

小
さ
な
愛
国
心
か
ら
平
和
を
望
む
人
へ

日
蓮
主
義
と
戦
争

宗
祖
の
御
生
涯

吾
は
久
遠
の
仏
子
な
り

無

題

録

第
九
号

（
大
正
八
年
三
月
十
五
日
発
行
）

立
法
華
肝
要
集

新
時
代
の
歓
喜

宗
教
の
本
義
（
承
前
）

当
家
顕
本
論
概
要

鎌
倉
殿
中
問
答
考

論
相
承
与
付
嘱
関
係

三
秘
論
（
承
前
）

興
師
身
延
離
山
考

中 荒望山
太北鈴露猪結辻川松

藤延
I LI 

中佐藤浦太 山

問村木月
口木口 l]i~田島木日

叡

田ふ
叶
J

ふ
小
1

山
山
口

、。吋
J

’
nn 
pιι ｜司 藤田

義経本義古瑞能智秋純 江 順呂FL 純義秀高泰

明明啓哲志楓庵 月 童光学随月

[_ 

人南愚、志哲温肇旭

第
0 H 成日鎌仏 n：十

学過虹自聖 聖 宗 奉 普 学 蓮 仏 本倉教法 号
問去影覚誕 教迎日 宇論仏殿史華（
のよのせ七き的七磨 義砲教 中上 日一「生
帆り凝よ百 体 百 の 芸 と 判 史問に要誕
範現視青年涙験年｛更 。 は文よ答：於集七
在年にの聖命 何 ~LE り考け （百
へ僧際価誕 ぞ類観 （ る 承 年

侶与値 集た承日前記

世 る前蓮）念
人 lミ｜） 教 ： ヶ

j主義 ・
訴 t の大

ノ、特 11~
色卜

七
月

辻藤 堀 藤清延 二
山 十

旧水門日

最発
行

上 ）
学南 j享肇 山 人

松鈴堀辻小

坂
木木内

田

秀 順 泰能正

暁鑑学己月

fig沼竜光竜
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余
の
宗
教
観

信
仰
と
安
心

化
他
よ
り
は
白
行
を
先
に

法
華
行
者
の
折
伏
と
迫
害

先
づ
温
を
与

へ
よ

平
和
の
巷

田
~~江間戸高秦か結志

村

時

城

瑞
観教峰観亮専

田 瀬山原

忍勇修 仙 間行め光堂



宗
祖
御
入
山
六
百
五
十
年
記
念
号
）

第
十
一
号

（
大
正
十
二
年
二
月
十
六
日
発
行

本
尊
の
賛
文
年
代
に
就
て

日
蓮
聖
人
門
葉
文
管
見

日
蓮
聖
人
の
宗
教
と
価
値
的
批
判

信
仰
の
す
心
を
改
め
よ

念
仏
思
想
史
に
対
す
る
余
の
管
見

魂
の
郷
地
を
素
め
て

能
化
と
所
化

聖
日
蓮
之
奮
闘

本
化
的
文
化
生
活

。
学

芸

。

偶

感
抱
か
れ
む
か
本
仏
の
慢
に

平
和
の
建
設

慈
悲
に
就
て

友
の
霊
に
手
向
く
べ
き
詩
と
文

陸
奥
に
咲
け
る
百
合
花

自
然
と
人
生

反
省
と
努
力

寺
院
と
酒
に
就
て

創
作

l
浄

行

創
作
l
転

変

不
幸
な
る
哲
人
の
物
語

魂
の
叫
び

田木

鳴観雪恵瑞 L告瑞純文

岡間深高福志結太鈴

島 村・城田宮沢
小

坂

田

竜

教

二

宮

竜

巌

堀

内

義

光

吉

川

啓

善

江

原

白

線

佐

藤

海

澄

富

田

海

音

広

瀬

潮

憲

秋

、

永

露

翠

伊

丹

優

曇

華

下

回

冷

涙

高

崎

一

二

中

林

良

陽

月応童忍岳堂光志亮

第
十
二
号

（
大
正
十
三
年
十
月
三
日
発
行
）

祖
書
感
読
随
筆

日
蓮
聖
人
門
葉
之
管
見
（
承
前
〉

念
仏
思
想
史
に
対
す
る
余
の
管
見
（
承
前
）

立
正
安
国
論
読
後
の
所
感

科
学
は
果
し
て
宗
教
を
葬
む
る
手

吾
が
崇
拝
せ
る
大
聖
人

支
那
回
教
徒
の
運
命
感

。
学

芸

。

思
い
出
の
記

人
生
の
富

復

興
伝
説
を
語
る
漁
夫

残

骸
御
山
の
暁

偶

感

涙お
山
の
夕
景

培
は
れ
た
る
小
百
合

第
十
三
号

（
不
明
）
l
欠
本
l

第
十
四
号

（
昭
和
三
年
十

一
月
二
十
日
発
行
）

日
蓮
聖
人
の
見
た
る
仏
教
史
観

吾
祖
と
三
階
仏
法

仏
子
の
進
む
べ
き
大
道

大吉富静福太台

水

日
田

純

島

瑞慎
田

海

田

曙

峰

竜

丸寒深 S渡寛 覚吉長鳥

山敬辺林川 瀬海
川 K 明

其道智道啓 竜山

丸 塩 高

山田田

正人音生岳志治撰生人生栄庵人善光人
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韻 義 恵

孝遜忍



宗
教
現
象
に
対
す
る

一
考
察

真
の
宗
教
へ
の
道

民
衆
の
宗
教
化

宗
教
的
生
命
の
深
さ

本
妙
律
師
を
慕
い

て

亜
細
亜
の
目
、ざめ

明
る
い
世
界

へ

鮮
支
旅
行
記

中 三 竹方矢近

谷屋木多 野藤
哲 哲

智教浄快 錬恵

源秀海達 m~ 源明聡

第
十
五
日
す

（
昭
和
四
年
十
二
月
十
日
発
行
）

信

心

銘

恵

商

御

器

紗

の

法

門

塩

義

宗

教

に

於

け

る

超

厭

世

的

傾

向

永

倉

唯

仏

説

法

滅

尽

経

読

後

の

感

松

木

本

身
延
文
庫
蔵
本

・
行

学

朝

師

奥

書

集

江

利

山

義

原
始
仏
教
々
団
に
於
け
る
平
等
思
想
と
其
帰
結
結
城
瑞

生

と

哲

学

的

精

神

望

月

舜

重
罪
犯
に
て
刊
務
所
に
あ
る
某
真
宗
徒
に
送
綱

れ
る
手
紙

日
持
上
人
の
遺
跡
を
訪
ね
て

身
延
の
実
相

筆

と

心

現
代
社
会
の
要
求
す
る
人
物

プJ矢高

田

竜

武

田

快

堀

内

義

三

木

浄

虚
空
蔵
菩
薩
と
蓮
長
法
師
の
祈
願

事
の

一
念
三
千
が
如
何
に
し
て
信
心
設
な
り
や

日
精
上
人
書
簡
類
蒐
集
に
就
て

。
文

芸

。

友

情
思
親
閣
よ
り
秋
を
た
づ
ね
て

随
感
片
片

日
記
中
よ
り

勝光顕興嘉遜忍

第
十
六
号

（
昭
和
六
年
二
月
十
六
日
発
行
〉

第

一

部

研

究

欄

本
化
題
目
宗
創
唱
の
仏
教
史
的
意
義

身
延
の
御
真
蹟
に
就
て

柳 矢 松 松
永塩高綱江

利
脇山

半大崎津黒武堀

井谷井田田倉田
沢沢口田 崎 田内

清桓寿唯義恵委員E巴
経恵哲観政海義

田00 

方木渡望

月

是
辺

正

村

錬
斤
1

4
f1
LF 

創庫 延我
作蔵文

本身

行
：子

朝
m~ 
奥
主士1

集

思
悼
の
い
づ
れ
か

第
二
郎

学
生
之
部

妙

成

仏

論

当
家
の
下
種
論

哲
学
的
部
門
よ
り
観
た
る
台

・
当
両
宗

生
活
戦
線
と
宗
教
問
題

思
ふ
ま
ま
の
記

微
か
な
る
者
の
信
仰

本
化
建
宗
の
根
本
精
神
に
還
れ

達光照栄文成孝嘉i遜忍

( 148) 
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教
育
勅
語
焼
発
第
四
十
周
年
記
念
を
迎
え
て

支
那
訳
経
史
研
究
後
之
感

第
十
七
号

（
宗
祖
六
百
五
十
遠
忌
記
念
号
）

昭
和
六
年
十
月
十
三
日
発
行
＼

日
蓮
聖
人
と
法
華
経

御
遺
文
蒐
集
史
上
に
於
け
る
上
古
三
塑

縁
陰
幽
草
録
（
暑
中
休
暇
吟
草
）

身
延
の
戸
明

一
同
一
般
行
学
朝
師
雲
間
集
三

延
紘
一墓
碑
私
考

寺
川
監
木
仏
論

原
始
仏
教
に
於
け
る
三
肢
の
成
立
に
就
て

第
十
八
号

（
間
和
八
年
一
月
三
十
日
発
行
）

棲
神
の
法
窟

宗
相
所
立
の
本
尊
は
己
身
本
尊
也

再
び
「
御
書
新
目
録
」
の
著
者
に
就
て

身
延
文
庫
の
録
内
外
目
録

宙
局
か
森
に
就
て

青
森
県
宗
門
史
要

唱
題
の
妙
行

日
通
宗
の
安
心
を
読
む

育柳

田井

錬慈

多 高 1荒清

紀田田水

道恵義：屯

口：
利国内村－
iJ I 

議

顕

谷 堀今

享義是

遠

是

妙

渋

文

英

山

知

悶

応

塙

田

義

遜

永

倉

唯

嘉

丸

山

山

頭

孝

江

利

山

義

顕

松

平

と

し

子

竜

山
川谷勝

正要

安
凶
論
綱
要
を
読
み
て

身
延
山
布
教
の
特
殊
性

智
識

・
道
徳

・
宗
教
に
関
す
る
断
想

戒
思
想
に
就
て

。
学

芸

。

寛
妙
庵
目
録
小
考

機
械
か
ら
目
的

久
遠
本
仏
と
吾
等
衆
生

恋
愛
と
宗
教
と
に
於
け
る
共
通
性
を
論
ず

信
念
に
生
き
よ

現
代
宗
教
家
の
覚
悟

獅
子
王
の
如
き
心

矛
盾
よ
り
解
決

へ

O
随

筆

。

追

憶

満
洲
事
変
の
渦
中
よ
り

常
閣
を
放
れ
て

廃
坑
の
后
に
立
ち
て

土
牢
を
訪
ふ

忍忍遜山存光竜

第
十
九
号

（
昭
和
八
年
十
二
月
廿
日
発
行
）

身
延
御
入
山
の
聖
意
に
就
て

開

会

関

観
心
本
尊
抄
四
十
半
字
法
体
段
正
義

身
延
山
久
遠
寺
門
前
町
に
就
き
て

灘望結高
E加 馬藤津福矢世菊門よ回静

平 山 遠清

1成田上月
－藤場原田 土 谷 古田回う中

沼 川膝 水

恵舜瑞恵

教勝光 忍

Y智恵、是貞泰玄政

生学信洋 観量智順
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仏
教
の
行
要
と
じ
て
の
三
大
秘
法

宗
教
の
本
質
に
就
て
の

一
考
察

即
身
成
仏
に
就
い
て

日
蓮
聖
人
の
女
性
観

信
と
行
と
学
に
就
い

て

臨
師
研
究
ノ
l
卜
よ
り

O
学

芸。

近
代
の
思
想
観

偶

感

犠

牲
仏
徒
は
酒
を
の
ん
で
も
よ
い
か

信
仰
物
語

l
思
母
録

第
二
十
号

（
附
和
九
年
十
一一
月
発
行
）

宗
門子
の
淵
源

山
川
智
応
氏
の
「
観
心
本
尊
紗
凶
十
五
字
法

体
段
正
義
の
結
論
」
を
拝
す

本
宗
の
本
尊
観
概
説

清
澄
寺
草
創
考

日
持
聖
人
本
州
渡
海
地
考

開
目
紗

・
本
尊
紗

・
報
思
砂
の

三
紗
に
舶
は

れ
た
る
本
尊
の
研
究

末
法
時
機
相
応
の
実
践
的
宗
教

醒
惜
閤
開
祖
本
妙
日
臨
律
師
の
研
究

偉
人
鳩
摩
羅
什

中児津灘望塩
世竹田落加

1皐清

門町
仁
ト里島田上月

古多 川 井 藤
目薬水

是錬観恵舜義

要戒貞教勝遜

田

政快義良智是阻

武江 境半

利回

｜｜｜ 

義義

顕遜納

法
華
経
の

六
万
九
千
三
八
四
に
就
て

日
蓮
宗
学
新
指
針芸。

。
文

順 昭烈昭 学

吟
揖
日
乗

噴
藤
田
光
肇
君

盆
と
行
事

厚
徳
寮
々
一
軟
に

つ
い
て

請
経
礼
讃

栖
神
居
詠
草

室柳

住 H

一説’tよA、

妙要妙
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i毎

中

沢

ょ

う

じ

津

中

里

是

要

吉

田

錬

正

第
二
十
一
号

（
昭
和
十
一
年
二
月
五
日
発
行
）

妙

新
発
見
の
聖
伝
資
料
｜
身
延
文
庫
蔵
古
写
本
｜
主

題
目
の
考
察

観
心
木
尊
紗
と
生
死

一
大
血
脈
紗
と
の
対
照

錆
仰
（
山
川
智
応
氏
の
解
説
を
拝
す
〉

木
尊
義
旨
帰

妙
法
蓮
華
経
字
数
考

身
延
文
庫
余
滴

東
陽
一房
忠
尋
師
と
房
舎
に
就
て
の
考
察

身
延
文
庫
に
於
け
る
不
受
不
施
係
争
の
資
料

宗
教
と
芸
術
に
つ

い
て

性
論
雑
考

仏
陀
最
後
の
教
誠

己
心
問
答

高

田

八

呆

松

木

静

堂

田

川

恵

良

浅

野

た

け

し

宇

佐

美

錬

正

福

島

義

孝

I長

是

iJ J 正

守武今望斉田江塩高清中
利

水谷
屋田村月藤中山田田

竜良
宣海是舜要恵義義恵、山英

雄正竜勝輪春顕遜忍補稿



戒
体
即
身
成
仏
裁
に
於
け
る
型
制
の
見
地
を

論
ず

本
化
の
行
法
と
戒
壇
論

日
蓮
聖
人
御
系
譜
の
研
究

〈り
文

芸
。

道
余
風
韻
（
漢
詩
〉

棲
神
居
詠
草
（
短
歌
）

鴬
の
こ
ゑ
（
短
歌
〉

子
に
過
き
た
る
宝
な
し
（
随
筆
）

晩
秋
に
題
す
（
随
筆
）

第
二
十
二
号

（
川
和
十
二
年
二
月
十
三
日
発
行
）

H
均
十
＼
」

童

心
γ
↑
伊
川
仁

1

題

目

性

乗

弁

高

大

島

又

茶

羅

儀

相

の

研

究

頃

身

延

古

抄

雑

々

集

に

就

て

の

考

佐

川

阿

東
陽
一
肘
忠
尋
の
若
者
に
就
て

御
遺
文
に
あ
ら
わ
れ
た
る
下
積
思
想

人
生
観
断
想

身
延
御
人
山
と
南
部
実
長

独
居
不
一二
倣

日
蓮
聖
人
御
系
譜
の
研
究

。
文

芸。

棲
神
居
詠
草

鈴 中
斎中渡福 清

三 望武田鈴中
tlii 

オミ木沢
藤村辺島水

田藤田寸・
4．同，田木 沢木月

，鳥
浄智安：

順邦信義竜舜海恵、教義恵 是智要浄義

第
二
十
三
号

（
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
八
日
発
行
）

聖
徳
太
子

へ
の

一
考

察

柴

閉
会
思
想

遠

消

滋

寺

大

衆

考

塩

日
蓮
正
宗
小
笠
原
慈
伺
師
の
「
先

つ
本
尊
必

中

谷

良

英

稿

定
め
よ
」
を
読
み
て
オ
視
本
仏
論
及
神
木
立
清
水

竜

山

閲

遮
論
の
非
を
糾
す

純
粋
宗

学

の

理

念

と

そ

の

展

開

室

御
遺
文
に

あ

ら

わ

れ

た

る

下

種

思

想

武

内
房
尼
に

つ
い
て
の
一

考
察

三

宗

学

へ

の

悩

み

中

日
蓮
聖
人

事
支
土
、
ま

よ

鈴

御

遠

祖

店

b
j
F
r
h

。
学

芸

。

諌

暁
結
核
克
服
仁
当
り
て

如
何
に
生
く
可
き
乎

時
局
と
立
正
安
国
論
（
祖
山
学
院
雄
弁
大
会
賞
〉

楽
土
建
設

へ
の
歩
み

（
祖
山
学
院
雄
弁
大
会
賞
）

達

必
要
に
し
て
且
つ
充
分
な
る
も
の

三
ツ
子
の
魂
に
与
ふ
べ
き
か
は

宗
祖
霊
跡
伊
豆
と
船
守
弥
三
郎

闘

争

正
し
〈
強
き
信
仰
を
も
っ
て

能
の
究
意

好実義八営孝山好 実達 H秀正春遼遜忍妙孝

田梅田田加田香米宇松 田
佐

川村 美 井辺 中 津村中 藤辺圧l田藤田住沢木木

泰栄啓静智 正

励希孝光 学智

義是嶺

遜妙 孝

要浄海一
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第
二
十
四
号

（
附
和
十
三
年
十
二
月
廿
五
円
発
行
〉

制

心

の

法

門

遠

是

妙

肌
ハ
門
教
義
に
対
す
る

一
研
究

清

竜

山

立
正
観
紗
に
対
す
る
疑
義
に
就
て

山

知H

応

俊

陀

那

輝

師

の

浄

顕

義

浄

評

に

就

て

小

是

恭

妙

法

寺

記

並

に

原

本

に

就

て

塙

義

遜

本
宗
重
要
教
判
と

し

て

の

教

観

樋

脱

相

対

中

良

英

日

連

聖

人

遺

文

に

於

け

る

国

神

勧

請

義

望

歓

厚

即
身
成
仏
研
究
序
説

室

一

妙

御

遺

文

に

あ

ら

は

れ

た

る

下

積

思

想

武

海

正

対

支

布

教

と

我

徒

の

周

忌

結

城

瑞

光

文
学
些
一一一言

斉

藤

要

輸

文

正

治

国

論

を

拝

読

し

て

中

沢

市

女

実

波

木

井

書

に

於

け

る

良

の

方

の

管

見

難

波

智

竜

信

仰

と

人

間

生

活

証

音

寺

恵

進

レ
ム
プ
ラ

ン
ト
の
創
作
に

就

て

の

膜

想

原

降

二

O
法
主
即
管
長
制
度
確
立
讃
辞
。

祖
廟
中
心
制
度
の
現
在
と
将
来

法
国
冥
合
の
現
証

給
仕
精
神
の
高
揚

第
二
十
五
号

（
昭
和
十
五
年
二
月
廿
五
日
発
行
）

堀柴塩

田林川水膝二合田住月
回出

竜一孝

主
山
浄
土
観

本
門
事
観
史

日
蓮
教
学
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
惣

及
び
様
相

予
の
安
心
立
命

実
践
哲
学
と
し
て
の
一
念
三
千

哲
学
余
滴

（
世
界
観
人
生
観
と
哲
学
）

宗
学
試
案
の
中
か
ら

純
粋
京
学
本
質
論
の
資
料
と
問
題

初
盆
同
綱
要
の
四
槌
一二
段
判
に
於
け
る
底
上
相

に
つ
い
て

事
相
と
事
法
門

外
道
の
書

お
も
い

つ
く
ま
L

設
法
の
理
念
と
そ
の
民
閃

淳能 j問

判
立
三
十
周
年
記
念
日
7

J

第
二
十
六
号

（
昭
和
十
六
年
三
月
五
日
発
行
）

波
木
井
公

一
族
と
身
延
山

本
仏
実
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

新
体
制
下
に
お
け
る
本
質
宗
学
よ
り
の
提
題

木
尊
の
本
体
に
つ
い
て

十
如
是
事
の
研
究

へ
i
ゲ
ル
の
宗
教
刊
学

塩遠浅室武望守北執小塚中田里 執武室山詰［

田藤デ｜二屋尾月問主ム，J1
t
 

n 中 iii奇木沢EB 見行 田住 川

義是要日舜貰一 海海要泰竜竜泰海海ー智義

遜妙麟妙正勝教大秀励雄 l量 実
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本
凶
仏
教
の
現
状

蒙
古
の
明
鰍
教

給
仕
第
一
精
神
の
検
討

専

門

学

校

昇

格

記

念

号

ノ

第
二
十
七
号

（
昭
和
十
七
年
三
月
十
日
発
行
）

治
副
利
民
皆
由
法
華
ノ
事
（
心
性
述
師
真
筆

談
義
書
〉

伝
教
の
円
頓
戒
に
就
て

大
信
の
発
動

当
家
三
益
論
略
説

別
頭
教
観
論

事
成
院
日
寿
師
と
そ
の
教
学

根
本
二
部
対
立
考

第
二
十
八
号

（
昭
和
十
八
年
六
月

一
日
発
行
）

法
日
平
摘
の
研
究

山
必ず
と
は
何
ぞ

l
絶
対
自
覚
の
学
と
し
て
｜

叩
始
仏
教
に
於
け
る
善
悪
の
意
義

日
本
道
総
思
想
の
性
格

仏
教
の
自
然
観

人
生
背
と
山
教

川内
部
川
輪
論
に
表
れ
た
大
衆
部
の
仏
身
剛

一叫ん唄

に
於
け
る
五
戸
音

'.'.JS青~r 日田端 室 塩望山里望坂室頃石望中

相H日沢遠田住田辺月回川 月沢 見月本住

正安易海英正是一義」 ー’ー
辛 一 薮是 海要泰舜

実来法

自
我
意
識
の
宗
教
的
以
開

仏
教
の
現
代
的
意
義

爆

進

寛

能刻、光

回

勝十l

須河

弁

人

第
二
十
九
号

（
戦
後
復
刊
号

・
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
二
日
発
行
）

復
刊

の

辞

松

木

本

興

唱

題

思

想

の

根

底

と

其

の

帰

結

塩

田

義

遜

純

粋

宗

学

の

綱

領

的

展

開

室

住

一

妙

御

消

息

文

の

分

類

研

究

斉

藤

竜

週

同
広
中
師
に

つ

い

て

秋

山

智

孝

党

唄

に

口

伝

さ

れ

た

五

調

子

と

そ

の

施

法

石

川

是

行

原

子

論

と

仏

教

坂

本

幸

男

有

部

に

於

け

る

存

紅

の

概

念

里

見

泰

穏

需

魂

不

滅

の

問

題

波

多

野

通

敏

イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
心
理

御

間

生

桂

三
郎

。
第
五
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
安

（
昭
和
二
十
七
年
十
月
二

十
四

・
二
十
五
日
）

諸

法

実

相

論

田

村

芳

朗

日

蓮

法

華

宗

の

現

代

的

旗

附

浦

上

芳

武

教

観

双

用

法

華

経

安

心

深

敬

讃

詩

話

網

脇

竜

妙

真

言

宗

に

於

け

る

判

教

の

綱

格

私

見

脇

本

日

禎

日
蓮
聖
ん
書
入
本
「
註
法
華
経
」
の
版
経
に

つ
い

て

兜

木

正

亨

祈
蒔
に
つ
い
て

l
身
延

・
中

山

の

関

係

影

山

発

雄

法
華
経
成
立
史
上
に
於
け
る
見
宝
塔
品
の
重
要
性
木
村
日
紀
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無
作
三
身

の

根

本

批

判

と

本

仏

の

根

本

開

顕

河

合

砂

明

プ
ト
ン
「
普
逝
史
」
に
引
用
せ
ら
れ
し
法
華
経
に
就
て
矢

崎

正

見

宗
学
観
に
於
け
る
個
的
立
場
と
種
的
立
場
茂
田
井
教
亨

本

門

戒

壇

の

性

格

長

井

弁

順

竜
華
像
師
の
布
教
つ
い
て

高

木

豊

罪

障

消

滅

に

つ

い

て

河

村

照

妙
法
華
経
に
見
ら
れ
る
文

体

上

の

特

色

野

村

昌

教
義
と
教

学

芹

沢

哉

本
門
本
尊
の
在
り
方
一
尊

一士
正
意
論

竹

田

潤

現

代

に

お

け

る

日

蓮

主

義

の

進

路

高

木

幹

大
般
浬
柴
経
の
仏

性

論

勝

呂

一

勢

至

菩

薩

経

に

就

い

て

中

村

隆

仏

教

実

在

観

の

現

代

的

意

義

長

谷

川

徳

給

仕

第

一

の

精

神

室

住

妙

第
三
十
号

（
附
和
三
十
年
十
月
十
三
日
発
行
）

大

隻

陀

経

儀

相

の

再

研

究

塩

わ

れ

ら

な

に

を

な

す

べ

き

か

室

法

華

取

要

抄

の

研

究

上

祖
山
学

院

回

顧

録

林

普
を
愛
す
る
者
と
神
を
愛
す
る
者
（
英
文
邦
訳
）梅

理
科
に
お
け
る
分
団
学
習
に

つ
い

て

伊

解

放

前

夜

に

於

け

る

中

国

農

村

の

生

活

町

徽

宗

皇

帝

筆

夏

景

山

水

図

に

就

て

波

多

野

教
育
の
原
理
に
関
す
る
仏
教
哲
学
の
一
任
務
付
疋

住田田田藤沢田

一正瑞昌大日寛耀孝英通是茂敬 是 本 一 義

第
三
十
一
号

（
、
深
見
日
門
学
長
米
寿
記
念
号
）

昭
和
三
十

一
年
十
月
十
日
発
行
＼

日
蓮
聖
人
の
本
尊
（
前
篇
）

塩

建
設
の
た
め
の
吟
味
｜
純
粋
宗
学
に
お
け
る
室

問
題
学
的
領
域
1

本
尊
勧
請
形
態
の

一
考

察

上

田

本

昌

法
華
経
に
顕
は
れ
た
時
間

里

見

泰

穏

華
厳
経
と
観
法
l
特
に
三
聖
円
融
観
に
つ
い
て

坂

本

幸

男

あ
る
倫
理
学
徒
の
反

省

梅

沢

敬

蔵

宗
歌
の
曲
譜
に

つ
い

て

秋

山

智

孝

中
国
農
村
に
於
け
る
法
意
識
の
変
革

町

是

正

仏
教
哲
学
に
お
け
る
教
育
の

原

理

疋

英

肇

田

義

遜

住

妙

田
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第
三
十
二
号

（
昭
和
三
十
三
年
三
月
八
日
発
行
）

日
蓮
聖
人
の
本
尊
（
後
篇
）

塩

宗
門
史
上
二
三

の
問
題
に
つ
い
て

影

体
系
と
い
ふ
こ
と

室

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
現
生
利
益
の
問
題

上

当
於
如
来
余
深
法
中
示
教
利
喜
に

つ
い

て

望

l
法
華
経
覚
書
｜

マ
ッ
ク

ス
・
ウ
エ

｜
パ
！
に
於
け
る

「
資
本

I

主
義
の
精
神
」
の
研

究

町

、

サ
イ
パ
ネ
テ
ッ

ク
ス
に

つ
い
て
の

一
考
察

佐

藤

正

夫

。
第
九
四
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
（
昭
和
三
十

一
年
十

一
月

一
日

・
二
日
）

田

本一亮義

昌妙 雄遜

田住山

淑

夫

月

是

正

田



日
蓮
大
聖
人
御
遺
文
に
就
て

染
浄
二
性
に
就
て

不
受
不
施
者
の
潜
伏

注
法
華
経
の
注
記
年
代
に
つ
い
て

歓
喜
の
経
典

法
華
経
の
真
髄
は
如
来
行
で
あ
る

即
身
成
仏
実
証
と
し
て
の
如
来
行

本
仏
の
主
体
性
と
カ
ン
ト
の
認
識
論
と
の
交
渉

観
音
玄
義
の
研
究

法
華
経
宝
塔
品
の
成
立
地
域

小
川
泰
堂
居
士
に
就
て

三
法
通
局
と
本
化
妙
行

宗
学
に
お
け
る
体
系
の
問
題

境
田
義
遜
教
授
古
稀
記
念
号

第
三
十
三
号

（
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
八
日
発
行

祝

境

田

教

授

古

稀

松

塩
田
義
遜
先
生
略
年
譜

指
田
義
遜
先
生
著
述
並
執
筆
目
録

法
華
経
に
於
け
る
願
と
受
持
譲
与

境

団

体
系
の
民
間

室

住

日
通
聖
人
と
守
護
神
信
仰

上

田

山
悶
制
定
の
経
過
よ
り
見
た
る
久
遠
寺
の
推

移

林

法
華
料
の
い版
空
に
つ

い

て

望

二
一世
に
つ
い
て

里

華
化
什
溶
に
於
け

る
宗
教
意
識
に
就

て

町

室 中小 野若 森 有 水 斎 山 宮 熊岡

住谷 l崎村 杉川光谷藤中崎王国木
田 見 月

一 良竜耀見博友 竜竜喜 英 海 興本是泰海是本 一 義

第
三
十
五
号

（
昭
和
三
十
六
年
二
月
二
十
五
日
発
行
）

法
華
経
の
本
尊
と
し
て
の
蔓
茶
緯

塩

田

義

遜

道
徳
的
次
元
の
問
題
に

つ
い
て

室

住

一

妙

開
目
抄
績
仰

H
科
段

室

住

一

妙

デ

l
ヴ
ア
ダ
ツ
タ
の
神
通

長

谷

川

義

浩

華
北
農
村
の
家
族
制
に
つ

い
て
（
前
篇
）

町

田

是

正

ア
メ
リ
カ
文
学
に
於
け
る
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ズ
ム

形
成
と
ド
ラ
イ
サ

l
の
位
置

妙英 雄 昌竜祐逸 人遵 八修潮降

W
－

B
・
イ
エ
イ
ツ
小
論

第
三
十
四
号

（
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一

日
発
行
）

対
系
的
対
決

室

住

日
蓮
聖
人
の
政
治
批
判
に
つ
い
て

上

回

天
親

・
竜
樹
の
内
鑑
冷
然
に
就

て

塩

原
始
分
法
華
経
に
お
け
る
般
若
波
羅
密

望

中
国
史
学
の
基
舵
l
邦
訳
と
研
究
入
門
｜

町

ア
メ
リ
カ
文
学
に
於
け
る
ピ
ユ
l
リ
タ
ニ
ズ

ム
小
論

興正穏淑幹 昌 妙 涯、

第
三
十
六
号

（
羽
山
学
院
五
十
周
年
記
念
号

昭
和
三
十
七
年
十
月
五
日
発
行
）

日
蓮
聖
人
御
帰
倉
よ
り
身
延
御
入
山
ま
で

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
道
徳
的
次
元

（
後
篇
〉

桐大大室 松

谷田月回フK
;;f木森住木

四

ー自
h
日

是海義本 一

昌 妙正淑 遜孝
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女
人
成
仏

l
変
成
男
子
に
つ
い
て
｜

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
「
願
」
の
研
究

法
華
経
解
釈
に
於
け
る
吉
蔵
の
法
雲
批
判

法
華
経
に
現
れ
た
神
通

仏
教
保
育
の
基
本
問
題

釈
尊
の
敬
度
に
岡
山
う

華
北
農
村
の
家
族
制
に

つ
い
て
（
後
篇
）

中
国
に
於
け
る
近
代
革
命
思
想
の
発
達
と
消

明
の
滅
亡

へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
見
る
生
と
死
な
る
も
の

相
山
学
院
回
顧
録
（
特
揖
記
事
）

第
三
十
七
号

（
本
誌
）

日
通
教
団
の
教
化
伝
道
に

つ
い
て

立
正
平
和
運
動

法
華
経
に
於
け
る
女
人
成
仏

高
等
学
校
社
会
科
「
倫
理

・
社
会
」

る
日
蓮
聖
人
の
取
扱
い
に
つ
い
l

て

マ
ッ
ク
ス

・
ウ
エ

l
パ
！
の
社
会
科
学
方
法

論
の

一
研
究

阿
片
戦
争
ー
そ
の
意
義
と
特
質
に
つ
い
て
ー

へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
中
心
と
す
る
「
失
わ
れ

た
世
代
」
に

つ
い
て

間
目
抄
錆
仰
口
写
本
対
校
誌
に
正
誤
表 こ

六
、
八
十

J

J
V
J
l人

1

・
里上望

主民

i
t
t
sあ

が

き

t
t
t
t

海本

見

泰

穏

谷

川

義

浩

山

智

孝

俣

康

光是

正

月田

昌

と

勇

こ
こ
に
棲
神
五
十
年
を
回
顧
し
た
。
い
ま
諸
先
賢
に
よ
り
書
き
継
が
れ
て

き
た
論
稿
を
拝
す
る
と
き
、
そ
れ
は
期
せ
ず
し
て
そ
の
時
々
の
日
本
仏
教
学

界
の
或
は
わ
が
教
団
内
の
、
関
心
と
様
相
を
示
す
特
異
な
編
年
史
的
史
料
を

な
し
て
い
る
。
ま
た
復
刊
号
以
来
、
新
た
に
登
場
し
た
人
文
諸
科
学

・
自
然

諸
科
学
に
し
て

L
、
す

べ
て
問
題
学
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
諸
労
作

で
あ

る。

「
貧
な
れ
ど
も
想
い
は
高
く
」
。
ま
こ
と
棲
神
こ
そ
泥
中
に
聞
く
蓮
華

一
輪
と
誇
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
棲
神
が
今
後
ま
す
／
＼
、
価
値
高
く
、
内
容
の
充
実
と
発
展
す
る
た
め

に
、
読
者
各
位
の
御
慨
砧
と
御
協
力
を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。（同
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町 猪秋長

回

幹孝

田.._,, 

明林 大

森

淑妙昌浩正勇孝妙

是

望室上

一本

田イ主月

I毎

長
谷
川

義

打
J

是

田

堀大

森

室

住




